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取扱説明書 


この取扱説明書をよくお読みになり正しく 
お使いください。 

とくに r ま全のために必ず守ること」をご 
使用前に必ず読んで安全にお使いくださし、。 

♦この説明書はお読みになった後、お使いにな 
るかたびいつでも見られるところに保巧のラ 
え、ご使用中にわからないことや不具合び生 
じたとき、お役立てくださし、。 

♦保証書は必ず「お買上げ曰-販売店名」など 
の記入を確かめて、販売店からお受け取 D に 
なり説明書と共にイ呆巧してください。 








ま全のために必ず守ること 


A 警告 


誤った取扱いをしたときに死亡や重 
傷などに結びつ < 可能性があるもの 


定巧点巧の実施 


>定期めに年に1回 
程度）に点巧•整備 
を受けてください。 

点検を受けずに長期 
間使用し続けると、 
故障や事巧の原因に 
な0危険です。 

点検-整備はお買い 
求めの販売店や資格 
者のいる店に依頼し 
てください。^ 



ご自身での据巧け 
移設工事は厳禁 


>お客さまご自身によ 
る工事は危険でず。 

据巧け-移設工事は 
販売店や専門業者に 
ご巧頼ください。 



この製品は曰本国内用でずので曰本国外では使用でをず 
また、 アフターサービス もでをません。 

This appliance is designed for use in Japan only 
and can not be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 


0609873 HKO 603 


足元か目、そして部屋中に広がる、 

瀑^ェットフ□—温風 


上出しの ミ 豆風制御でなち上がりは、ち元温風でお部屋を素早く暖めまず。 
また、お部屋が暖まれば温風び直接からだに当6ないよラに上向をの微風に調節 
します。 

温風による巧かれ感のかない、すこやかな暖かさです。 






巧のよラなマークで 
を'要な情報を示しています。 


版願し、] 


正しく使っていただく 
ための情報です。 



-ご使用のまえに- 

巧をのためにおず巧ること 

安全のためのお願い . 

を部のなまえとはたらき . 

表示部•操作部のなまえとはた 5 き . 
使用前の準備 

燃料 .. 

巾〇/由 . 

運転開始前の準備と確認 . 


ぺージ 


使いかた- 

ふだんの使いかた 

点乂 •消乂 •温度調節 . 11 

すぐ点火させるには(予熱(クイック)) . 12 

いろいろな使いかた 

時計の合わせかた . 13 

「入」タイマー運転のしかた . 14 

いたずら防止に（チャイルド□ック） . 15 

停電のとき . 15 


曰常の点検•手入れ 

シーズンはじめ . 16 

使用のたびに . 16 

1か月に1回程度 . 16 

1か月に1回攻上 . 16 

1シーズンに1〜2回 . 17 

油受皿の水抜を . 17 

定期点検 . 18 

地震などの災害が発生したときの点検 . 18 


故障•異常の見分けかたと処置方法 .19-21 

修理 馆 K 品交換のしかた） . 22 

保管 (長期間使用しない場合） . 22 

据付け•移設 . .. 益〜 2 日 

保証とアフターサービス . 26〜27 

仕様 . 裏表紙 


安きのためにおず守ること 


■誤った取扱し巧したときに生じる危険とその程度を、 つぎの表示で区分して 説明してしぶず。 

取扱いを誤った場合、使11 取扱いを誤った場1「 A 取扱いを誤った場合、使用 

A 巧者が死!;:文は重傷を負 A ^とヒ合、使用者が死亡交 A ご壬胃きが傷害を負う危険び想定 

ZLVB 映う繊狮をして生じる/へ言口は重傷を負う可能性 Z 1 V エ思される場飯び物的損害の 
ことび想定される場合 —— —— —' 


巧口、1た がお X レい G ■が一/し巧3 - なレ I 'ご巧し切口、 IK ： 讯 

! 11 么警告 Ik 觀薑變 ig AaS ISlIlK 


が想定される場合 


みの発ちが想定され媚合 


A 危険 


屋内給}非気厳禁 ガソリン厳禁 

お客さまご自身では据付工事をしない。 I ガソリンなど揮発性の高い油は使わない。 

(異常燃焼し、一酸化炭素中毒の原因じなります）1(火災の原因になります） 



圆 


スプレー宙接近厳禁 

(爆発の原因じなります） 



温風化出□をふをびない 

巧類-紙などで湿風の出□、空気取入□をふさびなし、。 

(火災の原因じなります） 


4^ 禁止 



給が気商トップ閉そ<を巧 

積雪のをいときは、給が気筒トップび 
雪でふさびれていないか確認し、ふさ 
びれているとさは除雪ずる。 

(問そくしてぃると運較中に排気ガ 
スが室内にもれて、危険です） 


給が気筒はずれ危巧 

給排気筒（管-ホース）が正しく接 
続されている占、点検ずる。 

(はずれていると運転中に排気ガ 
スが室内にもれて、危険です） 


I 温風に直接おたらない 

I 温風を長時間、直接身体にあてない。 

おモさまや身体の不自由なちが使用になる 
I ときは、まわりのひとびを意してくださし、。 
I (低温やけど•脱水症状の 
!原因じなります） 





































•図記号の意味は、次のとおりです。 



ガソリン厳禁 


接触禁止 

0 

禁止 

〇 

指示に従い必ず行ラ 

® 

分解禁止 

處 

電源プラグを扳く 


力ーテン•可燃物近接禁止 

(過熱じょりか災の原因じ^ 
なります） 


0 

禁止 



分解修埋の禁止 

(感電事故の原因になります。不完 
全な修理は危険です） 




分臟止 


ちなみ 

修理は販売店にご巧頼くだをい. 

改造ほ用の禁止 

湿風をダクトなどでこたつへ引を込む 
などの改造はしない。 




撤由時消义 

(火災の原因じなります） 


OSS 

OXMTHWI 

OM イマ H 02 。 

_ 谢。かク) 

I 。人,"-) ぃ 




〇 

消乂 


么注意 


異常時巧用禁止 

万一■異常を感じたときは、使用しない。 

(異を燃焼のおそれが 
あります） 



販売店に点検.修理をご相談ください 

高温部接触禁止 

温風吹出□や給排気筒トツプは燃焼 
中.停止直をは高温になっていまず。 

(やけどをします） 


接軸禁止 



排気ガスにを意 

愛びん動物や植木などに排気ガスを 
あてない。 

(動物が死んだり、植木が 
枯れる原因じなります） 


Q 



油もれ確認 

給油ロロをは確実に締める。 

(火災の原因じなります） 



〇 

確認 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
物を乗せたりしない。 

また、コードを持って 
引を抜かない。 

(火災や感電の原因に 
なります） 


" M へ/しソ' 

Q 

禁止 



載巧プラグは隙に是し迅む 

(火災の原因じなります） 


〇 


確認 


長期間巧用しないとをは 
電源プラグを巧く 

(火災や予想しない事故 
の原因じなります） 


プラグを巧< 



電源プラグのお手入れを 

ときどき電源プラグを巧を、ほこりを 
取除く。 

(火災の原因じなります） 


间 


〇 

ほこりを取る 


製品の周風尚鋪原箇トップ 
周辺に可燃物を置かない 

(過熱じより火災の原因じなります） 





Q 



参使用中にエアーフィルターを！ •腰をかけたり、物をのせたり、 


はずさない 

参エアー フイ ルター をはずした 
まま使用しない 

(ほこりが機器内部に 

入り、故障の願に (XJ 

なります j 1111 、ゾ 

tm 



•熱に弱い巧面は保護ずる 

熱に強いマツト類を敷く 

(床面がを色したりそりかえる 
ことがあります） _ 


強いショックをあたえない 

煙形-故障-給排気部品のはず 
れる原因になります） 


参雷のとを 
聖源プラグを巧く 

(あ障するおそれがあります） 


♦燃焼中は電源プラグを巧いた 
り、元電源(ブレーカー)を切 
5ない 

徐熱じより故障 

する删じなり 1 X 1 

ます） 



♦居室内給油禁止 

給油はおず义①気のないところで巧5 

(火災の原因になります） 

I い II 


参温風の循環を巧げない 

(室温調節が正しく作動しなくなります） 


>クリーンヒーターを運 
転すると部屋び乾燥す 
る場合びあります。あ、 
要により加湿器と拼用 
して < ださし、。 




巧油の廃棄処分は I 灯油をお貢し、 
巧めになった販売店にご相談く 
ださい。 


♦本体周辺の空間寸法を確保する ！ •居室の暖房 Ui 外の用途で使用しない 

(マントルピース巧据付けについても下記寸法を確保ずる）！：夕のよラな場巧では使わない 



•図記号の意味は、次のとおりです。 


ままのためのお願い 


ガソ U ン厳禁 


0 m± 


指従い必ずィ了つ 
を電源フラグを抜く 


各部のなまえとはたらき 
{女全のためのお願い 

ま全のために必ず巧ること 



















燃焼用空気を吸い込みます。 


排気ガスび出ます。 


給気 □ 



排気 


現在の温度を検知する 
ためのをのです。 

給気ホース 


現在温度検知サーモ 


排巧 


給排気筒トツプ 


タンクドアー 


- 3秒巧し 

ナヤイルト 

‘ □ツク J 


温度/タイマー設定 
時 分 


そ熱(クイック）, 


〇入タイマ— 


ミ gg / タイマー設定ボタン 


運転スイッチ 


:設定温度、現在時刻、入タイマー 
の設定に使ラ。 


チャイルドロックボタン 

お子ごまやぺットなど 
によるいたず5防止に 
使ラ。 

(15 ベージ参照） 


予熱(クイック)スイッチ 


(12 ページ参照） 


入タイマーボタン 

何時に運転開始す 
るかを2通り設定 
でさる。 

(14 ぺージ参照） 


わか0やずいボタンだか5 
操作もカンタン！ 





力ートリツジタンク 


カートリツジタンクに'な油び友るか、 
油受のに水び溜っていないか、給ミを 
フィルターに水传ごみびたまつてし^ 
ないか確認する。 

(17 ページ参照） 


温風吹出 □ 


燃焼確認窓 


運耗中は適度表示をする。現なの溫度が6で未満のとさは ru 、 
33た料上のとさは 「 H 」 を表示する。運転スイッチ切のとき時刻 
を表示する。また、異常で運輯停止したときは、エラーモードはな 
障-異常がお）を表示する。 


♦運転スイッチと予熱（クイック）スイッチ、チャイルドロックが「切」のとさ、 
…分じ让ボタンの操作びなければ自動のに時計表示やランプを消巧しまず。 
このときの待機時消費單力は約 2 W です。 

参消巧中にスイッチやボタンを巧すと再点灯します。 


ランプ消な 〇 
ランプ点滅'朵' 
ランフ点な ^ 


. 


エアー フィルタこ 

室内空気吸込□にあって空気中の 
ほこ0を取除さます。 

タンクドアー 
運転スイツ 


舗のなまえとはた目ま 


赢部•操僻!!のなまミとはたらき 


燃料•給巧 

表•操作部のなまえとはた 5 き 8 

各部のなまえとはた 5 き 7 
安全のためのお願い 











































使用前の準備 麵•給油) 



繳由手順 


应危険 ガソリン厳禁 I 

■必ず J 旧1号な油を使う 

ガソリン、を質なミ占、不純な油などは、絶対に使用し 
ない。 



■変質な油とは 

•ポリタンクで巧シーズンより持ち越したをの。 
♦曰光のあたる場巧で長期間保管したちの。 
♦温度び高い場所で長期間保管したちの。 


見分けかた 

水よりを色がついていた6変質打ミ由でず。 
を質のひどいものは、黄をみを帯びたり、 
ずつぱい臭いびしまず。 


■不純な油とは 

♦水やごみか混入したをの。 

♦なミ由むがの油(天ぷ5ミ由、機械油、ガソ U ン寄)び 
混入したをの。 

♦助燃剤寄び混入したちの。 

■誤って変質な油、不純な油を使用 
した場合は故障しまず 


表示部にエラー表示 



ク 


販売店に 
情理巧巧をずる。 


■保管のしかた 


♦灯ミ由専用の着色容器を使う。 

♦义気、高ミ豆、直射日光、ごみ、雨水を避けた場抓。呆菅ずる。 
♦ガソ U ンなどと一緒に保管しない。 




0 


■力ートリツジタンクに給油ずる 

タンクドアーを開けカートリッジタン 
クを取り出ず。 

カート U ツジタンク 



タンクドアー 


カートリッジタンクの□金に 
ついているな油び、本は巧の 
油 SI の上に; ¥ F ずる場含び 
あります。油受皿上部びを里 
(0 口油でめれた場 S ま油§1 
と給由フィルタ—の凹卽の口 
油をふさとつてくだごい。 


給油フィルタ- 

凹部にたまった 
巧油をふさとる 

ふきと5ないと、カートリツ 
ジタンクの口金の巧側びめれ 
てしまうことがありまず。 


(油受皿と給油フイルターの位置は17ぺージ参照) 



給油□□金を取りはずす。 

グリップ(緑色)部を持つと、手がミちれ 
にくく回しやずくなります。 




を油ポンプを使って油量計を見なが5、 
あふれさせないよラに給ミ由する。 


♦な油び入るのをミ由■計の正面か5見ると、狭い 
オレンジの搞模様び広い搞模様になります。 

オレンジ色 





はずれていると運起中に排気ガ 
響ちスび室内にもれ、-酸化お素中 
胃〇 毒の原因になりまず。 


給油が終わりましたら、給ミ由ロロ金を 
付けてしっかり締める。 




給油ロロ金を下にして、油もれがなし、 
ことを確かめる。 


■電源プラクをコンセントに差し込む 



♦専用のコンセントでご使用ください。他の電気毁品と 
同じコンセントで使用すると、時計表示び進んだり、 
他の聲品にノィズが入ったりずる場合びありまず。 

■給気ホース、排気筒が正しく接続されている 
か点検する 

〇 

接続点検 



使用前の準備 (給油•織開始前の準備と確認) 


運酷開始前の i と確認 
給油 

燃料•給油 

表 li •操作部のなまえとはた5キ J 


910 


























ふだんの使いかた 


温度調節 


消义のしかた 


点义のしかた 



表示部•操作部 


就;，： 


船/タイマ—腿 _ 

しマの[。入，イト I 


運転スイッチを巧す 

み運転ランプと温度ランプ-温度 
表示び点なします。 

度 已〜 6 分して点义し、 2 〜 3 分後•防由気化用卜夕-び暖まるのに 
に温風び出ます。 5〜6た 6' か D ます。 


表示部•操作部 

由®越鱗巧 をの a 由/的 おけ MrrsuB の 

tilLJs なを S 广龍 

sa a / タイマー巧を ^— N 

〔マ A ) を々ィ弓 1( ° 


運転スイッチを巧す 

® 運転ランプび消灯します。 
»3~4分して送風び止まります。 


•外出するとをは、必ず消义してく 
ださい。 

• 時計合わせをすると時刻を表示し 

ます。……國 


現在の温度が設定温度より約3た高くなると自動的に消义し、 
設定温度まで下がると自動的に点义します。 


表お部•操作部 


設 定湿度/.^ '- 雕の温度/分 .' 夕屏.計'/ 

1 n 1〇 |つ广'1ミミ教受 

广し1 0,.:し U ウ.,入々イマ- 
J I 〇入タィト 


温度/タイマー設定 _ 

广ブ A ] (〇入タィマ. 

時 分 


么ボタンを巧す 

み押すごとに]たずつ温度び上び 
0ます。 

ブポタンを押す 

♦押すごとに]たずつ温度び下 
びります。 




♦希望湿度は、8ご〜30むの範囲で 
調節でさます。 

• 温度調節は運転スイツチ「入」状態 
で巧います。 


点乂.消火•温度調節 


n 


現在温度侯知サーモについて 


モ熱(クイック)について 


好油確認ランプび点灯したら 

灯油確認ランプび点なした S カート U ツジタンクに給油します。 

吕〇分!;!内に給油しないと、灯油確認ランプび点滅し運転を停止します。 


♦室内の温度計と現在の温度表示が合わない 

現在の温度は現在温度検巧サーモび測定した温度を表示しています。室内の他の温度計とは測定位 
置び異なるため一致しない場合びあります。 

現在の湿度び設定温度より3で高くなったことを表示を消火します。 

参室温コントロールが安定しない 

製品の現在温度検巧ヴーモ部に温風び流れていることびあります。現在温度検巧ヴーモを温風の影 
響のないところに移動してください。 


予熱(クイック）スイッチを押しておくと、灯油気化巧のヒーターを予熱しておきまずので、運転 
スイッチを押すと約30砂で点火します。（温度条件により1分程度かかる場合びあります） 


表示部•操作部 


ィマ姻、レ■/ 

ィ々補''公 i 乙.;.:'.' 

/|、 

懼クイ■ぶ） 



予熱(クイック)スイッチを巧す 

♦巧油気化用ヒーターの予熱を 
します。 

•予熱(クイック)ランプび点巧 
し、予熱(クイック)モー问こ, 
なります。 


mm 


• 予熱(クイック)スイッチは、前もって巧しておくスイッチ 
です。 

運転スイッチを「入 J にする直前に巧してち効果はあ D ませ 
ん。（な油気化用ヒーターの予熱に己〜6分かかりま 
す。） 

♦再度予熱(クイック)スイッチを巧すと解除され、ランフ 
び消巧します。 

• 予熱(クイック)スイッチを押した状態で24時間放置ず 
ると自動的に予熱(クイック)び解除され、予熱(クイッ 
ク)ランプび点滅します。（予熱(クイック)スイッチをも 
ラー度押すと点滅び消えます） 

※予熱(クイック)中は約1 20 W の電力を消費しまずの 
で、切り忘れによる電カミ肖費のムダを防止します。 

♦予熱(クイック)はか出のときなどにお使いいただくと便 
利ですび、通苗のご使用では、節約のため「入タイマー」 
でご使用になることをおすすめします。 

•運転中に予熱(クイック)スイッチを押してを、予熱(ク 
イック)待機中の消費輩力は消費されまはん。 


ふだんの巧いかたすぐ点义させるには(予熱(クイック)) 

運転スイッチを巧してか！5点火するまでの時間を短くするには、予熱(クイック）スイッチを使用します。 



B の合わせかた 
クイック) 
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表示部.操作部 

MITSUBISi^ 

1- 


P 


運転スイッチを押して 
r 入_!にずる 


ES ^ 


♦入タイマ—1の初期設定は 
己： 00です。 

• 入タイマー2の初期設定は 
7 : 00です。 


入タイマーボタンを巧す 

参入タイマーランプと入タイマー 
時刻1ランプび点灯し、入タイ 
マー 1時刻を表示します。 


口 A ボ々 V のいずれかを抽ず 


_巧 

おえタィマ- ( 


»工場出荷時は10 : 00です。 


«ブボタンを押すと〇〜23時まで切換 
えます。 

• 么ボタンを巧すと00〜已日分まで切 
換夕ずず 

♦ け少じ让押し続けると早送りします。 



• 時計び未設定のときはタイマーの設定かで 
さませんので、時計合わせをしてか6、夕 
イマーの設定を巧なつてください。 

• 入タイマーボタンは巧すごとに 
入タイマ—時刻1 m 。 ホ入タイマー時刻2 
入タイマー解除ホ，^ 

と切換ねります。 


巧ボタンは時間を、么ボタンは分を 



設定湿度/時現巧の温度/分 • 


纔 


計 
度 
〇入タイマ 
〇入タイマ. 


巧ボタンと么ボタンのし、 
ずれかを押ず 

♦時計ランプび点滅します。 


ブボタンと么ボタンを押 
して視在①時刻にをねせる 


0 3秒押し 温度/タイマー設定 


皆嫂ド 


) 〔ブ, aH 卜入タイト) 


時 


巧 



〈条件〉時計合わせは運転スイッチを r 切」にしておこないます。 
表示部•操作部 


MITSUBISHI 



運乾スイッチを r 切」にす 
る 


いろいろな使いかた 

時計の合わせかた 

時計合わせをしないと、タイマー運転びでさません。 


いろいろな使いかた 

r ス J タイマー運面のしかた（ゥォ-ミンクアップ運転機能が) 

「入タイマー1」「入タイマー2」でそれぞれタイマー時刻を設定すると、平日と休曰、 I 朝と夕のよラに2通り別々の設 
定びでさまず。 


時刻合わせが終わると日 
秒後に時計がスタートし 
ます 

•時計ランプび点灯し、時刻表お 
ランプ ( 時刻表示部中央のコ □ 
ン)び点滅します。 


•運転スイッチを「人 J にすると、直ちに 
時計びスタートします。 

• 時計表示したくない場合は運転スイッ 
チを切にして、么巧ボタンを同時に 
1秒 1；( 上巧してください。 


表示部は- 


-一になります。 


r 
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設定湿度/時現巧の通度/巧0時が 


C 


n n 

J 

關 

u u 


、が S 度 
.がタイマ-« 
6入タイト獅2 


，•い< 一— 一— 一.'•— — 

♦入タイマー時刻1ランプが点滅 
します。 


KJ を:レ东 y 0 


I 


入タイマー1時刻を合わせる 

♦時計合わせのしかたと同じです。 

• •'…4参照 


表示部に己： 00を表示し、一旦運転が停止し 
ます。 

♦日時 0 Q 分の少、し手前の時刻にウォーミングアップ運転に 
より運転を開始し、已時00分から通常運転になります。 

ミニ,歸良 I --- 

ウォーミングアップ運乾とは 

入タイマー設定時刻の3□分前に室温を検知し、その結果に 

よりち表のように-■定時間早目に運転を開始する運転です。 _ 

♦ 現在の時刻から3□分！;^に入タイマー設定時刻び設定されていると、ウォーミングアップ運転は行ね 
ず、入タイマー時刻に達転を開始します。 


i n 

米 

n n 

… 

ム 

/|、 

し ， u 


3 


温度/タイマー設定; 

げ A 

時 巧 


41 


如十 

&温度 
〇入タイマ - Ml 
〇入タイマ ー M 2 


30 分前の室温 

5で未満 

5 TH 5 柿活 

1目で切上 

運転開始時刻 

2白分前 

16分前 i 

目分前 


設を温度/時現をの温度/巧•時計.’ 

. L-J n i-i •通'胃 
ll'l •入タイマ-®11 

•の油お認，し •. し… •入タィマ-醜2 


MITSUBISHI 

f 運範\ 

い。） 


け J 油確認 


設定温度/時禍の温度/か■時計 

ぃつ >つ〇 •温度 

* ! •入タイト輸 iji 

- 一一 •入タイマ-颇|2 


MITSUBISHI 

衝 



rtyfc 

-チヤイルド□ツクにつ 


ヤイルド□ックについて 
「とタイマー運乾のしかた 

Si の <5 口わせかた 
1^クイック) 


使いかた 
使いかた 




いろいろな使いかた 

いたず5防止に(チャイルドロック)/停電のとを 

チャイルド□ックボタンをセットしておくと、お子さまやぺットなどによるいたずら操作を防止することびでをます。 



♦必ず運転スイッチを「切」にして運転を停止し、製品び;ちスた状態で行つてください。 
® お手入れの際は、けび防止のために手袋の着用をおすすめしまず。 


■シーズンはじめ 

® 給気ホース*が気筒 

1. 背面カバー上板をはずして、給気ホー 
ス. 排気筒の接続箇所びはずれていな 
いか確認する。 

2. 排気筒と可燃物鹰など)との離隔距離 

を確認する。 . ^ 

♦給排気筒トップ 

屋外の給排気筒トツプ先端びくをの巣や 
ビニール袋などでふさびれていないか点 
検する。 

♦時計合わせ 

時計合わせのしかたにより設定する。…じ 3 1 


■ 1か月に1回程度 

♦エアーフィルターの清掃 

エアーフィルターを、図のように取りはず 
し、掃除機などでほこりを取り除く。 

温風吹出□から風び出ていないのを確認 
してから行ってください。送風中に行ラと 
本体内部にほこりび入ることびあります。 



■使用のたびに 

♦排気ガス 

排気ガスのにおいや、目びチカチカしな 
いか点検する。排気ガスび室内に漏れて 
いると一酸化炭素中毒の恐れびあり非常 
に危険です。 

♦油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

置台に油漏れ、油のたまり、油のにじみ 
びないか点検する。 

•周囲の可燃物-引义物 

本体の上や周囲-給排気筒トップの周辺 
に可燃物、弓 I 义物びないか点検する。 


■ 1か月に1回な上 

♦夕懼の清掃 

製品か観 • 置台‘温風吹出□などの巧れは 
乾いたやわらかい布などでされいにふを 
とる。 

シンナ ー. アルコール-ベンジンなどは 
使用しないでください。 



日常の点が手入れ 


点検.手入れのとさの：注意 


チャイルド □ック について/停電のとき 
「入」タイマ—運乾のしかた 
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■1 シーズンに 1 〜 2 回 


•給油フィ ルターの 清掃 

給油フィルターは、灯油中の水やゴミを除去し、本体内部に入らないようにするための部品で 
す。このフィルターは灯測よ通過しますが水は通過しないフィルターです。水やゴミが溜ると 
灯油が流れません。 

表示部の「な油確認ランスび点灯または点滅するときは力ートリツジタンクの妹'由び無くなっ 
たときと、給油フィルターに水び溜ったときとゴミで巧れたときでず。力ート U ツジタンク 
にな油び残っていて点灯または点滅して 
し、る場合には給油フィルターを清掃して 力ー トリ ツジタタ 
<ださい。 

1. 力ート U ツジタンクを取り出す。 

2. 給油フィルターを取り出す。 

3. 給油フィルターに溜っだ水を捨て付着し 
た： j ' S をブラシなどで取り除を、乾いた 
巧でフィ J レターの内が面をふし、て水分を 
取り除いてください。 

4. 給油フィルター•力ート U ツジタンクを 
ちとどおりにセツトする。 



■油受皿の水巧を 


参油受皿内の空気に含まれる水蒸気び温度変化により結露して油受皿内に水びたまります。た 
まった水により油受皿び腐食して油漏れとなったり、多量に水びたまると電磁ポンプび水を 
吸い込んで運転を停止します拒-01表示)ので、1シーズンに1〜2回油受皿内の水抜きを行つ 


て < ださい。 

1 . 力ート U ツジタンクと給油フイルターを 
取り出す。 

2. 付属のスポイトで油受皿の 底にたまった 
をを抜く。 

(スポイトの先端を油受皿の底面にあて 
て2杯分抜さ取る） 

3. 給油フイルター、力ート U ツジタンクを 
をとどおりにセツトする。 



[お願し、] 


力— トリツジタンク. 保管容器に水の混入している ことび 考えられまずので、点検を巧し、、 
水を巧き取ってください。 



定期点巧 


使用される場所や条件、また使用時間により消耗.劣化する部品びあります。 

朝聪術者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会(巧 03-3499-2928) で行う技術管 i 里講習会 
修了ち(石油機器技術管理±)など〕のいる店で定期点検を受けてください。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するものですか5必す运けて<ださい。 




_定期点検の内容_ 

据付け状態、給排気回りの 
点検-確認 


>製品の据付け-使用状態 
>給排気筒の接続とつまり 
Ms 合排気筒トップのつまり 


安全装置および運転動作の 
点検-確認 

環境-使用時間により劣化 
しやすい部品の点検-交換 


製品の清掃-整備 


® 安全装置の働さ 
ホ操作部品や動く部品の働を 

® 運転動作の,^_ 

® 給排気系部品、電気接点部品などの点検 
•点火電極、炎検ミ日器などの点検 
_傑化の状態により交換の場合もあります） 

♦本体内部 
♦油タンクの水抜さ 
♦温風吹出口 



が也震などにより製品に振動、衝撃例日わったときは、達転をする前に必ず次の点検を実施してください。 
点検内容 

® 給排気回りのはずれ、漏れの確認(臭いで確認する） 

かご由漏れ確き巧 

☆点検で異常び見つかったときや、点検したのち使用しているときに排気ガスのにおいびしたり、目びチ 
カチカするとさは使用を中止してお買上げの販売店またはお近くの「兰菱電機修理窓口」へ修理を依頼 
して < ださい。 










使用を中止しお買上げの販売店に修理依頼、またはお近くの「兰菱電機修理窓口」にごホ目談くだごい。 


猫犬 ) 

予測される故障. 

燃焼確認窓び『すす』で巧れて 、 

炎びみえない ! 

不完全燃焼をしている 

使用中に『ボーン』といラ大さな音びする； 

部品び故障している 

排気ガスのにおいびしたり、 \ 

目びチカチカする / 

排気ガスび室内にをれている 


故障•異常の見分けかたと処置方まりづき) 



故障•異常の見分けかたと処置方法 


因表示ランプにより異常をお巧 S せします 





電源プラグびコンセントから \ 
抜けている / 

電源プラグをコンセントに確実に差 
し込む 

運乾ランプが 
点巧しない 1 

異常過熱防止装置び作動している； 

/ 

お買上げの販売店にご相談<ださい 

異常着火巧知装置び作動している^ 

E -00 j 

停電びありませんでしたか？ \ 
停電安全装置び作動した / 

運転スイッチを押しなおし 
時刻設定をする 

予熱（クイック）スイッチが「入」になつて 
いた 5 —さ「切」にしてか b 行つて…… \ U \ 
くだごい。 

灯油確認ランプが点な\ 
及び点滅する \ 

ンづ占 1 口； 

約20分間燃焼でをる1 
※ランプ点滅： / 

燃焼停止ずる / 

カートリッジタンクに口油びない\ 

給油する 

カートリッジタンクに口油びある\ 
場合は、給油フィルターに水び溜' 
っているかゴ5び付着している 1 

給油フィルターに溜った水を捨て付 
着したゴ S をブラシなどで _ 
取り除き、乾いた布でフィ …… \ U \ 
ルターの内が面をみく 

E-01 1 

油受皿に水び入っている ； 

油受皿内の水を付属の [771 

スポイトで抜を取る …… LL11 

給排気筒トップの先端び塞びれて\ 
ぃる / 

給排気筒トップ先端部にしゃ閉物び 
あれば取り除< 

E-06 、 

電源に異常びありませんでしたか> 

一旦電源プラグをコンセントから抜 
いて差し込みなおす 

\ 

E-12 

1 

エアーフイルターにほこりび \ 

つまって 

過熱防止装置び作動した / 

エアーフィルターを清掃する 

温風吹出□びしゃ閉されて \ 

過熱防止装置び作動した ! 

温風吹出口のしゃ閉物を取り除く 

\ 

E-13 

1 

異常燃焼している 

(異常燃焼検知装置の作動） 1 

給排気筒トップの給気□-排気□び 
異物でふさびれていないか確認し、 
異物を取り除いてから運転スイッチ 
を巧しなおして < ださし、 

変質の油' 不純な油の混入 ) 

お買上げの販売店にご相談 < ださい 


故障•異常の見分けかたと処置 i 
故障•異常の見分けかたと処置 


こんなとキ J 


こんなとを 


如 

9 
































現在の温度表示と他の温度計で測定 
した室温び一致しない 


♦現在の温度は現在温度検知サーモび測定した 
温度を表示しています。測定位置の違いによ 
り一致しないことびあります。 

参温度調節びラま<いかない場合は背面カバー 
に取付けてある現在温度検巧ヴーモカバーを 
上方にスライドしてはずし、温風、直射日光 
や冷風の影響を受けなし嗯所に木ネジまたは、 
両面テープで固定してください。 

•ヴーモリード線は無理に弓 I つ張らないでくだ 
さい。 III // 1111 / 」|| I 


磯湾検知サ寺 


サーモ U - ド線' 


■巧障かな？巧の巧状はが障ではあ0ません 


すぐ点义しない 

ピシッピシッと音びする 

ゴツンゴツンと音びする_ 

運転スイッチ『入』でなかなか点火 
しない 


運転スイッチを「入」にしてからな油気化用のヒーター 
び暖まるまでに5〜6分かか0、その後点义します_ 

燃焼器の熱伸縮音ですので異常ではありません 


現在の温度表示び設定温度より高いと点火しません 


ピシッピシッと音びする 
ゴツンゴツンと音びする 


停電後や、電源プラグを抜を差しした後は時計表示か 
点滅しますので、時計合せをやりなおしてください 

待機時電力低減制御び作動しています。消灯中 
にスイッチやボタンを押すと再点'灯します。 

……「待機電力を少なくしています」 


時計表示び点滅する 


時計表示び進む 


同ーコンセント (L ノイズを発生しやすい製:品が使用 
ごれている場合に、生じることびあります 


しソ上のことをお謂べになって、それでを不具合びあるとさは使用を中止し、必ず電ミ原プラクを抜いてくだ 
さい。その後お買上げの販売店か、お近くの「兰菱電機修理窓口」にご相談ください。 〇1 


燃焼器の熱伸縮音ですので異常ではありません 


かし赤い炎で燃焼する 


少 し赤い炎で燃焼する状態び正常です 


燃焼制御装置び働いているためです 


消义時•その他 


据付場巧の選定/製品と周固との距離 
修理•保管 

故障 • 異常の見分けかたと処置^^3 


m (部品交換のしかた） 

お買上げの販売店、またはお近くの「=菱電機修理窓□」にお問い合わせくださし、。 

専門技術者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など]のいる販売店に 
ご相談 < ださい。不完全な修理は危険です。 

胃(長期間使用しない場合） 

■長期間使用しないとを(シーズン終了時)は、;夕の要領でお手人れしてください。 

製品は据付けたままにしてください。 

屬原プラグをコンセントか5巧く。 

鮮ミ由受皿の网こ水び残ってし巧と油受皿が腐食しやすくなるため、17ぺージの要領で油受 
纖皿底部の水を巧きとる。（水り、:な油かがわか5ない場合はスポイト2杯分巧いてくださし、） 

油受皿に巧った灯油はそのまま;タシーズンまで保管してくださし、。 

油受皿に;至ったな油を抜して保营ずる場合はスポイトまたはを油ポンプでな油を巧き、9ぺージの r 保管のしかた」 
を参照して巧管してください。 

@製品外観、 エアー フィルター、溫到吹出□の掃除をずる。 

据巧け•臟 


据付け•移設工事は販売店に依頼ずる^^^^^^^^ 


据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客さまご自身では行ねないでください。 


据付場所の選定 


製品の据付けは販売店-工事店び乂災予防を例などに基づさ実施していますび据付工事完了後、販売店' 
工事店ととちにお客さまご自身でをご確認ください。 
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側方の障害物 
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お原筒と可燃物の離隔距離 
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本体後面の空間距離は r 1 0 cml ； (上」必要です。本体付属の背面カバーで riOcm しん h 」 

び確保でさます。 

背面カバーび壁面に密着していることを確認してください。 

L _ ) 


上側 

日 OcmiU 上 


-壁固定部品 


左側 ち側 

1 Ocmli (上 1 Ocml ； (上 



上記びずられていないと义災-不完を燃焼などをおこすおそれびありまずので、販売店.工事店に正しい処置をご依頼ください。 
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I 欄け•臟 

ん 


燃1け•臟（っづき) 


据付工事終了後に販売店.工事店ととちにお客さまご自身でを下表に基づさ点検してくださし、。 


製品を据付ける場含は、石油燃焼機器の設置基準〔(財)日本石ミ由燃焼機器保守協会〕でみめられている下図 
の可燃物との距離を必ずとってください。 

アフターサービス、定期点検、更に給排気回りの点検を行ラためにち必要です。 


どうしてを取りはずして保管するとをは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
I ■が1511 VI 再び据がけるときは、必ずお質上げの販売店に依頼してください。 

L の ISSkU お客さまご自身では、据が工事をしないでください。 

製品内部の清掃は、おずお買上げの販売店に依頼してください。 


点検箇所 

点検項目 

参照'ぺ-ジ 

チェック織 

製品 

製品の回 D は必要な空間びあ0ますか。 

23 


床面の不安定な場所に据付けてあ0ませんか。 

- 


丈夫な床面に製品び固定してあ D ますか。 

— 


変質丹油、不純阿;由を使用していませんか。ミ由漏れはありまはんか。 

10 


標高調節は正し < 行われていますか。 

- 


纖気 

部品 

給排気筒トップの周囲は基準寸法び守られていますか。 

23 


排気筒は壁や給気ホースなどの可燃物り、 520 mm な上離れていますか。 

23 


給排気筒のはずれ-ゆるみびありませんか。 

4 


排気ガスび屋外へ排気されるよラになっていますか。 

4 


給排気筒トッフの取付けび屋外に向って下り勾配になっていますか。 

- 


給排気筒トップの周囲に障害物(樹木.愛がん動物.雪のふきだまり）はありませんか。 

4 .己.益 


給排気筒トッフの周囲に危険物(ロミ由-ガソリン-フ□パンガス）はあ D ませんか。 

5 


トップフードび必ず取付けられていますか。 

- 


トッフフードの給気口’排気□びビニール袋などの異物でふさびっていませんか。 

- 




集合煙突に給排気筒を取付けた工事はされていませんか。 

- 



延 

長 

て 

事 

床下-天井裏へ給排気してあ0ませんか。 

- 


壁埋込みの配管工事はしてあ0ませんか。 

— 


が気筒の長さは給気ホースに比べ極端に長くなっていませんか。 

- 


給気ホース-排気筒の長さは 3 mU ■(巧で巧びり数3置巧し乂巧ですか。 

- 


排気筒の途中に水がたまるよつなへこみ部はありませんか。 

— 


排気茵のドレン戻り寸法は1.目 mlU 下になっていますか。 

- 


巧い排気筒を使用していませんか。 

— 


電気配線 

電源プラグはコンセントに確実に差し込まれていますか。 

己 


電源コードは高ミ畐部に触れていませんか。 

- 


電源コンセントは電源フラグの抜き差しび容易な位置にありますか。 

— 


ノイズの影響を受けやすいテレビやステレオなどと同じコンセントで使用していませんか。 

10 


扫庶筒 
はずれ 
検知 U - ド 

排気筒はずれ検知 U — ドは、給排気筒トップに接続されていますか。 

- 


排気筒はずれお巧 U - ドは' 給気ホースにそって固定されていますか。 

— 



製品と周囲との距離 


擔付工事後の確認 


ITS 巨 



前客障害物 

H 


据巧工事後の確認 
据 SIS 巧の選定/製品と周固との距謎 
修理•保管 


こんなとを 


こんなとを 















試運転は、販売店-工事店と立合いで行ってください。 

運転手順、異常時の処置方法について販売店-工事店より説明を受けてください。 


■運捉準備 


■運乾開始と停止の手順 


1գタンクドアーを開け給油したカートリッジ 
タンクをセットずる。 


a 屋台などに油漏れ、油のにじみがないか確 
認ずる。 



感 S 


源ブラグをコンセント （ 100 V ) に確実に 
し込む。 


運転ランプ 


運転スイッチを押して「入 J にする。 

運転ランプび点’巧し、巳〜6分後に燃焼を開始し、 
温風びでます。その状態で約1已分間運転して勇 
常表示び出ないか確認してくださし、。 


再度運転スイツチを巧して「切」にずる。 

運転ランプび消灯し、燃焼を停止します。しばら 
くして本体びをえると巧流用送風機び止まり、運 
輯び停止します。 


お知5せ 

♦室内温度び30で1；(上ある場合に試運転するときには温度/タイマー設定ボタン A を5秒しソ上 
押し続けて 「 H 」 を表示させると最大燃焼量で連続運転を行います。 

♦連続運乾は自動的に約10分間で解除されますび、ブボタンか運転スイッチを「切」にしてち解 
除でさます。 

■巧期運転時の現を 

参の期運輯時や燃料切れの際、ボッボッと音をたてて燃焼することびありますび、故障ではあ0 
ません。 

♦溫風吹出口から煙やにおいび出ることびありますび、パッキンから初期的に発生する臭いや燃 
焼器に付着した油やほこりび焼けるためで異常ではありません。 

♦試運転は部屋の換気をしなびら行ってください。 


■正常運乾の目を 

♦正常運転の目ちとして、19〜2 1 ページのよラな現象びないことを確認ください。 


アフターヴ—ビス 
据付工事をが確認 


こんなとキ J 
こんなとキ J 
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保註とアフタ-サ-ビス 


修理.取扱し、.お手入れなどのご欄は 
まず、お買上げの販売店へぉ申し巧けくださし、。 

乾居や贈答品などでお困りの場合はち一覧表で 

•修理のお問合わせは 「修理窓口」へ 

♦その他のお問合わせは 「ご相談窓口」へ 


■保証書は、必ず「お買上げ曰-販売店名」などの記入を 
お確かめのラえ、販売店からお受取りください。 
■内容をよくお読みのあと、大切にイ呆存してください。 

保証期間…お買上げ曰から1年間。 

(ただし、燃焼器部分については3年間です。） 


補修用性能部品の保有期間は 


■当社は、この=菱クリーンヒーターの補修用性能部品 
を製造巧切0後10年保有しています。 

■補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
にお要な部品です。 


修理を依頼されるとをは 


「故障かな？」と思ったらり9〜21ベージ)にしたびって 
お調べください。なお、不具合びあるとさは、運乾ス 
イッチを切り、おず電源プラグを抜いてか5、お買上げ 
の販売店にご連絡ください。 

■保証期間中は 

修理に際しては、保証書をご提示くださし、。 

保証書の規定にしたびって販売店び修理させていただ 
さます。 

田保証期間びすぎているとさは 
修理すれば使用できる場合には、ごを望により修理さ 
せてし)ただをます。 

修理料金は、技術料+部品代(出張料)などで構成され 
ています。 


ミ菱電磯修理窓口.ご相談窓口のご案內 

(家電品） 


I 修理.取扱いのご相談は 1 

I まずお買上げの販壳店へ j 

mm am na hm mi■■■ wtm mm wmt wmm mmt ■■ mm 

輯居や贈答品などでお買上げの販売店へ 


ご依頼できない場合は 



■お問合せ窓口におけるお客様の個人情 
報のお取り扱いについて 

兰菱電機株式会社は、お客様からご提供いたださまし 
た個人情報は、下記のとおり、お取り扱いします。 

1. お問合わせ（ご依頼）いただいた修理’保守-工事お 
よび製品のお取り扱いに関連してお客様よりご提供い 
ただいた個人情報は、本目的並びに製品品質’ヴービ 
ス品質の巧善-製品情報のお知5せに利用します。 

2. 上記利用目的のために、お問合わせ（ご巧頼）内容の 
記録を残すことびあります。 

3. あらかじめお客様からご了解をいただいている場合及 
び下記の場合を除を、当社 LU がの第=者に個人情報を 
提供-開示する事はありません。 

①上記利用目的のために、弊社グループ会社-協力 
会社などに業務委託する場合。 

③法ち等の定める規定に基づく場合。 

4. 個人情報に関するご相談は、お問合せをいたださまし 
た窓□にご連絡ください。 




修理な口 電話受付： 36已曰24時間 


北海道•ま化地区 


化ミ毎道全域*宮城県 
ま日本フロントセンター 

東ま部世田谷区;担尻 3-10-3 

なャル 函0120 -56-8634 

(零 ％ sffiL ゆ 3) 3424-1 111 
ファックス （03)3424-1115 
だミ _ www.melsc.co.jp 


f 森（017) 773-8381 

青な巿大字お木ぞお尻 37-184 

> 戸ゆ 178) 28-8544 

A 戸ホ大字長苗代ぞ下を子爸化 6-8 

i 岡（019)637- 7 454 

盛岡巿羽場13地割 30-11 

:沢 （0197) 25-4511 

巧贿ホ水巧区が町 2-3 

:田（018) 865-4471 

中火田巿八巧ミ和巧 19-36 

1 手 （0182) 32-1 785 

巧手ホ卸町 3-2 

:館(0186)42-2 7 81 

大巧巿が田 2-5-44 


山お (023) 624-0018 

山お巿大野目 2-1-21 

鶴岡 （0235) 24-61 61 

お岡巿上畑巧 5-4 

郡山 （024) 959-6543 

郡山巿畜义田町卸 1-76-1 

会津 （0242) 27-4426 

会津若松巿天巧巧 25-39 

原晒 （0244) 24-2842 

南才目馬巿原巧区お井町 1-173 

いわき (0246) 26-1822 

いわき巿小島巧 1-2-2 


関東•甲信越地区 


京都•神奈川県•千葉県 
城県-埼玉県-祇木県-群馬県-山梨県 


長野県（飯田地区除く） • 新漏県-静岡県 

ま日本フ□ントセンター 

まを都世田る区池尻 3-10-3 

詔ャル 函0120 -56-8634 

繫帯!!ま巧号応） （03)3424-1111 
ファックス (03) 3424-1115 
だ www.melsc.co.jp 


関西•東海-北陸•中国-四国地区 


大阪府-奈良県-和歌山県-巧庫県 
京都府-滋賀県-愛知県*兰重県-岐草県 
長里?県（飯田地区）•石川県•富山県 
福井県-広島県-山□県-島根県-鳥取県 
岡山県•香川県-徳島県-高知県-愛媛県 
西日本フロントセンター 

大阪ホか区大法中 1-4-13 

なかレ 函0120 -56-8634 

(I 常帯里里 1%%) (06) 6454-3901 
ファックス （06)6454-3900 
お ^ www.melsc.co.jp 


九州地区 


福岡県-佐賀県 
西日本フ□ントセンター 

大防ホ化区大を中 1-4-13 

ミ如ル 函0120 -56-8634 

1111%%) (06) 6454-3901 
ファックス (06) 6454-3900 
お K www.melsc.co.jp 



長崎（095)83 4 - 111 6 

長幅巿丸尾巧 4-4 

佐巧保(0956) 30-7740 

担世なホ木原巧 155-1 

熊本（096)380-〇 211 

お本ホ石原 1-10-35 

八代 （0965) 3 3 - 5173 

ノ\巧ホな町 13-1 

大分 （097) 558-88 的 

大分巧向原西 1-8-1 


宮崎 （0985) 56- 4 900 

宮崎巿大字ホ江字巧; I 田 150-1 

延岡 （0982) 21-3540 

巧岡巿巧領巧 25-5 

鹿巧島 (099) 260-2421 

鹿児島巿が本巧 7-17 

沖縄 （098) 898-33 3 3 

宜野巧巧大山 7-12-1 


ご相談窓口 


当社家電品の購入 • 取巧い方を-その他ご不明な点は 

S 養電機お客さま相談センター 

干 154-0001 まを都世田谷区池尻 3 - 10-3 


受付時間 365 曰 24 時間 


mmmj 


游を国どこか6でをおかけいただけるフリーコール 

ほ 0120 -139-365 傭科) 

强通常雷話番号（携帯電話対応） 03-3414-9655 
覆ファックス 03-3413-4049 

厂縛ご相談が応平 日 9： 00-19； 00 ^ 

±•日•祝 9 : 00-17 ： 00 

I 上おむ外の時問はま付のみ巧おでず 。I 


货巧巧地、巧話番号などについては巧更になることびありますので、あ5かじめご了承願います。 




VKT-402RC _ J _ VKT-302RC 

気化式.屋内用密閉式強 制給排気あ-強制対流形 

_ 高圧放電点义 • 自動点火 _ 

口油。に1号灯油）_ 


暖房出力 -g -^ 

発熱量!一一一 ^ 

熱効率!~~^ 

油タンク容量 
燃料消費量1最大71^ 


発熱量 


熱効率 


一 3'8_6 kW _ 

2. 己 SkW 
16巧 OkJ/h 
1074 0 kJ/h 
86 . 0 % 

86 . 6 % 

0.436 /0.290 L/h 


6.3 L け-トリツジタンク） 


3.01 kW 
2.58 kW 
12590 kJXh 
1 0740 kJ/h 
86 . 0 % 
86 . 6 % 

0.340 /0.290 L/h 


暖房のめやす 


温暖地木造1 帽。 6.5 m2 ) まで〕ンクリ- 卜1僵脚 Om 2 ほで木造8 畳り 3.0 m 2 ) まで ] ンクリ - H 懼(化日 m 2 ほで 
きを地木造10畳 (16 .日 m 2 ) まで T ノクリ - H 糧做 Sm 2 ほで木造曜り 3.0 m 2 ) までコンクリ-卜13畳が加 2 ほで 


列おサ法（置台を含む） 

質 

電源電圧お よび商液^~ 
定格消費 


待糖瞄饋軌 


給排気筒の型式の呼び 


給排気筒呼び径 


給排気筒壁賃通部孔径 


排 気 温 度 
電流ヒュ -ズ 
温度ヒュ —プ 
巧 全 装 置 
その他の装置 


局さ57加 m 、 幅 490 mm 、 與ィ了3加删 
23 kg _ 

100 V 50/60 H 2 
(点火時)3狐/ 380 W 


33/3日 W 


28/31 W 


2.0/2. OW 


VGZ -22 UGT 2 -N 


D34 (使用0リング：呼び P34 JIS 目24014種 D) 


6加 m 


_ — — S60 で 1ソ_で_ _ — _ 

8A.5A — 

172°C-227^0 _ _ 

対震自動消火装置.過熱防止装量 • 点火安全装置-燃焼制御装置-停電安全装置 
異常過熱防止装置-異常着火検知装置-排気筒はずれ検知装置-異常燃焼検知装置 


I ♦お臓茵トツブあ巧ネジのネジ3本♦卽臟フランジお问ネジ木が3$ ♦壁固定卽品 
i ♦室の傾斜フランジ 1個 ♦壁固定部品取巧ネジ 2本♦トツフフード 

•絶綠バイブ 1個 ♦給気ホースバンド 1個•巧固定取巧ネジ 

♦室が惕お!フランジ 1個 ♦コードバンド 2本 ♦(： おストツバー 


2圆 >11 ー ドクリップ 2個 

1個 ♦スポイト 1個 

2本 ♦壁厚対応スペー ヴー 3個 

2個 •伸縮皆 1本 


※暖房のめやすは(な）曰本ガス石油機器工業尝の基準によります。 

※寒冷地の住宅は二重窓、断熱材施工の条件などが異なるため溫暖地よ D 広い部屋に対応でさることにな0ます。 


M 愛晴点别 


口 


★ 長年こ'使用のクリーンヒーターの点検を 


参が気パイブがはずれている。 

ご隐 ♦臭いがしたり、曰がチカチカする。 

♦本が後部の壁がススで巧れている。 
このぶ〇な症状は：♦燃焼確認おがススでミちれて巧が見えない。 
七 I 1±++1 AV •点义しない。使南中巧がたびたび消える。 

巧りま U ん力、。♦運起やじ「ボ-ン J という大きな音がする。 
参その他の異常•な暗がある。 



兰菱クリーンヒーターを廃棄処分される場合は、本体内の巧油を巧をとつてか S 巧つてくださし、。' 


お買上げ年月曰 




























